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一般社団法人福岡県助産師会 会長 上野 恭子 

 

新緑のすがすがしい初夏、5 月 7 日、平成 29 年度 一般社団法人福岡県助産師会総会

を開催いたしました。会員の皆様のご協力のもと無事終わることができ、大変感謝いたして

おります。 

本年度のスローガンは「つながるいのち、人、組織」と継続して掲げています。 

このスローガンから、あらためて助産師の使命を考えてみました。私たちは、女性のライ

フサイクルの中で妊娠・出産・子育てを中心に生涯の性に寄り添う専門職であり、その根幹

には「助産師のコアコンピテンシー」があります。その内容は４つの項目で、日本の助産師

に求められている必須の実践能力です。 

１．倫理的感応力：コンピテンシー1 

助産師は、対象者一人ひとりを尊重し、そのニーズに対して倫理的に応答する 

２．マタニティケア能力：コアコンピテンシー２ 

助産師は、分娩を核とするマタニティサイクルにおいて安全で有効な助産ケアを 

提供する 

３．ウイメンズヘルスケア能力：コアコンピテンシー３ 

助産師は専門職としてのパワーを組織化し、社会に発信する 

４．専門的自立能力：コアコンピテンシー４ 

助産師は、女性の生涯を通じた支援者であるとともに、総合パートナーシップを 

築く  

 

上記の項目から、今の自分が助産師としての使命は果たしているのだろうかと問いかけて

みました。３部会会員の皆様も勤務助産師部門、保健指導部門、助産所部門ではそれぞれ比

重は違うと思いますが一年に一回は振り返り、初心を思い出し自分の軌跡をたどってみるの

も大切ではないかと、自分自身を振り返って感じるできごとがありました。 

先日、胎児 16 週の超音波画像のスマホ動画を知人より見せてもらいました。10 年前に 

全国に先駆けて福岡市助産師会で超音波研修会を実施した時の機器に比べ、とても鮮明であ

り、当時はＣＤにとって妊婦さんにお渡ししていたのが、今では手軽にスマホでいつでもみ

れる。これはちょっとした驚きでもあり時代の進化を感じる時間でした。 

一年間の福岡県助産師会活動を終え、常任理事、理事会の皆様の協力と積極的な活動の成

 

新たないのちをつなぐ組織としての未知を探る（２） 
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果が少しずつ前向きな成果として出てきていると感謝いたしております。平成 29 年度の活

動方針で組織強化を前面に行政や産婦人科医会等との連携をさらに強めてまいりたいと思

っています。新たな飛躍のためにも産後ケア事業、会館整備においては会館建て替え等の問

題を少しでもいい方向に解決できるよう、皆様の熱いご支援をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

福岡県助産師会 副会長 古田祐子 

 

日本助産師会創立 90 周年記念式典、日本助産師会総

会及び第 73 回日本助産師学会が東京品川区の「きゅり

あん」で開催されました。 

 記念式典には秋篠宮紀子妃殿下ご臨席のもと（写真）、

厚生労働大臣表彰、会長表彰授与式が挙行され、僭越な

がら厚生労働大臣表彰を拝受しました。 

また、平田喜代美前会長、吉崎房子氏、松山まどか氏が

会長表彰を授与されました。これらの表彰にふさわしく、

今後さらに日本助産師会の会員としての自覚を高め、助産師の資質と地位向上に尽力したい

と存じます。 

 総会では６名の名誉会員の推薦、平成 28 年度事業報告及び決算報告、役員報酬及び費用

に関する規定改定等が審議され、すべての議案が承認されました。また、今年は会長改選の

年であり、新会長に山本詩子氏が選出され、日本助産師会はあたらしい体制で始動します。

ICM 会長である Frances Day-Stirk 氏は学会の招聘講演で「不要な介入に声をあげねばな

らない、過剰なサービスに異論を唱え、女性、こども、家族の未来に影響を及ぼすようなも

のに声を挙げよう」と助産師の目指すべき道を示されました。帝王切開率や無痛分娩率が共

に約 20％を占めるわが国にあって、医療的な介入を必要としない女性のからだづくりは、

助産師がしなければならないと思います。未来の母子のために助産師は今、何をすべきか。

自問しながら今後も福岡県助産師会の一員として尽力したいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本助産師会創立 90 周年記念式典・平成 29 年度総会に参加して 
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書記 仲道 由紀 

平成 29 年度一般社団法人福岡県助産師会通常総会が平成 29 年 5 月 7 日に滞りなく開

催されましたのでご報告いたします（正会員数 289 名、出席者 49 名、委任状 115 通）。 

 平成 28 年度は、各市町村において産後ケア事業が展開され始めたこともあり、行政・他

機関との連携に重点をおき、本会の活動を知っていただくために 8 地区の市町村母子保健

担当者への訪問を実施しました。その活動において本会の新リーフレットを作成しましたの

で、会員の皆様もどうぞご活用ください。さらに、長年の課題であった「老朽化した会館の

整備に関するワーキング」を立ち上げ、会員の皆様にアンケートを実施（結果は本会 HP に

掲載）し会館整備の方向性の検討を始めました。総会ではこのような内容に関する事業報告

を行い、平成 28 年度事業報告および収支決算報告・監査報告は、滞りなく承認されました。 

平成 29 年度スローガンは、これまで同様“つながるいのち、ひと、組織”とし、目標を

『助産師活動の組織的推進と専門的質の向上』と掲げ、主に子育て・女性健康支援センター

事業の整備と機能の強化、会館整備の推進等を活動目標と設定しました。平成 28 年度には

新規委託事業の依頼が数件あり、少しずつですが、これまでの活動が実を結んできたことを

実感しています。平成 29 年度は、さらに関連団体との連携を図り、助産師活動の質の向上

を目指しながら地域に根差した母子保健活動の展開をするための事業計画を立案し、承認を

得ることができました。本会の活動拠点となる会館の整備については、会館の老朽化の現

状・耐震診断結果、会館整備に関する今後のスケジュール、理事会で検討した会館整備の方

向性の結果をスライドを用いてご説明し、『会館整備は現地での建替えで検討を進めていく

こと』が承認されました。（会館整備の方向性についての詳細なご報告資料は、先日送付し

た総会資料に同封していますのでどうぞご確認ください。） 産後ケア事業特別委員会と並

行して会館整備特別委員会を設置し、会員の皆様が求める方向性を確認しながら会館整備を

進めていくことが総意で確

認されました。 

 総会終了後には、隣のマク

ロビオティック住宅にて 3

部会交流会を開催し、様々な

意見交換を行い、交流を深め

ることができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29 年度 一般社団法人福岡県助産師会通常総会 報告 
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                            筑豊地区理事   重久優子 

通常総会の特別講演についてご報告致します。福津市でのイオンモール福津との協働事業

「あんだんて」や「こもど」、古賀市からの受託事業「IPPO」に取り組んでおられ、そこか

ら見えてくる子育ての現状を話してくださいました。ママたちは、ぎりぎりまで働いており、

「仕事復帰が早い。孤独で、地域と繋がっていない。子育ての悩み事を、今までの友人には

相談しにくい」ことなどをあげられました。赤ちゃんには元々遊ぶ力があり発見する力があ

ることを、初めてママになる方が赤ちゃんを感じながら、母子と支援者がともに主体的に学

べる場を提供しておられます。グループワークを通して他のママと悩みを共有でき、たくさ

んのモデルの中から選び取って、自分なりの子育てをみつけて楽しめるようになってほしい

と言われていました。赤ちゃんがおもちゃによって遊べる力を感じること・メディアとのつ

きあい方・本や自然とのふれあいによって育つことも支援しておられます。これまで子育て

について学ぶ機会がなく、手助けしてもらうチャンスも少ない現在。家族だけの子育てにな

りやすい中で、１日の過ごし方・ママの食

事のタイミング・授乳間隔・寝かしつけな

ど、ママの不安は強く、助産師として支援

者の立場で係わっていけたらと感じました。 

 

 

 

 

 

通常総会 特別講演 

「さあ子育て支援を始めよう！社会との連携で見える子育ての現状」 

NPO 法人ふくつ子どもステーションすてっぷ 代表理事 佐伯美保氏 
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北九州地区会員 村田千代子氏 

 

このたびは、助産師としての活動に対する感謝状をいただき、光栄に存じます。私は九州

大学医学部付属助産師学校を 1964 年に卒業し、助産師になりました。病院で臨床経験を

積んだ後、国立小倉看護専門学校の教員と

して看護教育にも携わらせていただきま

した。その後、エンゼル病院の婦長として

臨床に戻り、1987 年に母子保健指導セン

ター サン・ムラタを開設し、現在に至っ

ています。助産師として 53 星霜、母子や

地域の皆様に支えられながら、来年喜寿を

迎えようとしています。いのちが芽生えた

時から生涯を終えるまでのケアと支援が、

私の健康の源です。今後は同じ助産理念を

持つ仲間と子育て未来塾を立ち上げたい

と考えています。助産師の活動に終わりは

ありません。あるのは未来です。未来を創

るために、これからも第一線で頑張ります

ので、宜しくお願い申し上げます。 

              

 

   

  

北九州地区会員 大野マス子氏 

 ＜感謝状を頂戴して＞ 

 日本助産師会より、75 歳になった今、感謝状を頂戴し、その上記念品まで頂き、心より

お礼申し上げます。 

 私が県及び国の助産婦会に入会したのは 35 年以上前のことです。結婚を境に専業主婦と

して 3 人の子育てをしました。第 3 子が小学校に入学した 40 歳頃に新生児訪問を始めま

した。子育てで一番悩み苦しんだことは、第 1 子の母乳育児でした。本や学んだこととの

違いに翻弄しました。妊娠、出産、母乳育児は自然なことと考えていましたが、自分だけの

努力ではなく、常に赤ちゃん側に立たないといけないことに気が付いたのは、6～7 ヶ月経

ってからでした。子育てが済み、ミッシェル・オダン先生の講演会や本に接し、「自然とは

挑戦、努力、忍耐、これらを継続して初めて成立する」ことを学び、まさに目から鱗でした。 

 

永年活動感謝状授与者 

 

  

 

村田 千代子氏 
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 桶谷式乳房管理法研修センターに入学し、9 ヶ月学び、卒業後に自宅敷地内に別棟で診療

室を建て、開業して 32 年になります。若い新米ママたちが悩み苦しんでいますが、母乳育

児が軌道に乗り、愛情一杯に育てられた子と母の笑顔に接し、嬉しく思います。子育ては昔

も今も特別変わりません。言葉のない赤ちゃんですが、ちゃんと信号を出しています。その

ことをママに伝授することこそ母乳育児が成功することだと感じます。 

微力ながら、健康の許す限り、母乳育児支援を続けて参りたいと思う次第です。 

 

 

 

 

福岡地区会員 服部 紀子氏 

 
経歴：国立福岡中央病院（現 国立病院機構九州医療センター）に勤務後、本会副会長を 2

年間務める。 

２年間、本会の副会長をさせていただきました。その後、福岡市委託事業マタニティスク

ールを担当させていただき、現在でも、産婦人科診療所において、分娩時の呼び出し（オン

コール）を担当しています。このように、ずっと助産師の仕事に携わっていることが元気の

素ではないかと感じています。この度は、本当にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

服部 紀子氏     大野マス子氏                
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福岡地区会員  川波 郁代氏 

 ＜76 歳になって思うこと＞   

 

 私は 28 歳で助産師になって 48 年になります。家族は、助産師への進学時に最も協力し

支援してくれた夫 83 歳、長男 53 歳、長女 47 歳で、子等は、それぞれ結婚し、同じよう

に 2 児の親になり自立しました。現在は、次々に起こってくる病気に病院と縁が切れない

老夫との二人暮らしです。 

仕事は、32 年間勤務助産師として総合病院に勤

めましたが、半分は看護師の業務に従事しました。

定年後にフリーになり、９年間相談室を開業でき

たこと、平成 11 年より６年間、福岡県助産師会

福岡地区理事を務め、当会館の「子育て・女性健

康支援センター」設立に関わらせて頂いたことが

私の成果です。 

昨年度、後期高齢者の仲間入りをした頃より心

身の不都合が身にしみるようになりました。人生

の終末期を目前にし、最近考えることは、「赤ちゃ

ん誕生時の臨場感」です。最も専門性が問われ、

実践力・力量が発揮でき、充足感が得られました。

女性として生まれ、また職業人として自分らしく

最善を尽くして、命が尽きたらと願うばかりです。 

 

 

 

 

 

     

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

川

川波郁代氏 

 

知って 

 
ミシェル・オダンの書籍をご紹介します！！ 

 

お産でいちばん大切なこととは何か 

～プラスチック時代の出産と愛情ホルモンの未来～ 

ミシェル・オダン著  メディカ出版 定価〈本体 2000 円＋税〉 

合成オキシトシンの投与は果たして安全か？、帝王切開のメリットとデメリットとは何か？ 

今の自然出産は本当に自然か？・・・・など助産師必見の内容が盛りだくさんです。 

ミシェル・オダンを熟読して、それぞれの業務を見直してみませんか？ 

いますか？ 
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助産所部会  嶋井元子 

昨年に引き続き、部会長をつとめさせていただきます。 

市町村と妊婦健診委託事業の契約も順調に継続され５月 

には福岡市に有床助産院が開院しました。 

今年度も地域母子保健に貢献していきたいと思っています。 

 

 

 

 

 

 

保健指導部会 明星るみ 

保健指導部会長の大任をお受けして１年が経過しました。 

昨年度は、指導部会会員様の活動内容・動向の確認作業を集中して行いました。皆様のご協

力で５月７日時点、７２名の会員数と内４７名の開業者を確認できました。これで母乳育児

支援に関する安全評価の調査や最新の助産院マップへの展開が容易になります。本年度は部

会員様への情報発信を頑張りたいと思います。宜しくおねがいします。 

 

 

 

 

 

 

勤務部会  藤原裕美子 

勤務部会長の藤原裕美子と申します。2 期目を務めさせていただきます。 

所属は福岡市東区保健福祉センター(東保健所)健康課で母子保健業務専任主査として，母親

学級，乳幼児健診，中高への性教育や病院立ち入り検査等行政で働いています。最近は特定

妊婦という括りで 施設からのサマリーも増え，まさに妊娠期からの切れ目のない支援が浸

透しつつあるように見受けられます。ありがとうございます。 

一昨年から日本助産評価機構による，助産実践能力習熟段階(ｸﾘﾆｶﾙﾗﾀﾞｰ)ﾚﾍﾞﾙⅢCLoCMiP

の認証でｱﾄﾞﾊﾞﾝｽ助産師が誕生しました。今年度は休止となりますが，更新のための要件等 

情報収集をお願いします。 

活力ある勤務部会の活動に積極的に取り組んでいきたいと考えています。 

ご協力よろしくお願い申し上げます。 

 

 

助産所部会長として 

 

勤務部会長として 

 

保健指導部会長として 
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広報委員長 澁谷 貴子 

愛媛県伊予郡松前町に全国の助産師が厚く崇敬して

いる神社がある。 

前会長の岡本喜代子氏も講演会などで、度々この神社

の存在は語っておられた。 

この神社は、全国唯一、産婆・乳母の祖神である高忍

日賣大神（たかおしひめのおおかみ）天忍日女命（あめ

のおしひめのみこと）天忍人命（あめのおしひとのみこ

と）天忍男命（あめのおしおのみこと）を御祭神として

おまつりしている。 

 少し、神話に触れてみるとする。上古、天孫瓊瓊杵尊

（ににぎのみこと）の御子日子穂穂手見尊（ひこほほで

みのみこと）いわゆる山幸彦が海神の娘豊玉毘売命（と

よたまびめのみこと）と結婚され、御船で海をお渡りに

なる折、妃神が急に産気付かれて、近くの海岸でお産を

されることになった。急いで鵜芧（うがや）という植物

で産屋を葺きその中でお産をされることになった。しかし、

蟹がたくさん這い上がって来て、大変な難産になった。その

時に一心に「高忍日賣大神」と念じられると、天忍日女命、

天忍人命、天忍男命の三柱の神を遣わされた。天忍日女命は

産婆としてお産を助け、天忍人命と天忍男命は箒を使い這い

上がる蟹を掃きとばし、未だ産屋も葺きあがらないうちに、

安産で無事な御子を出産された。この御子が初代天皇となら

れた神武天皇の御父君、日子波限建鵜茅葺不合尊（ひこなぎ

さたけうがやふきあえずのみこと）であらせられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シリーズ史跡探訪 ② 高忍日賣神社（たかおしひめじんじゃ） 
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飛鳥時代には聖徳太子が参詣され、鎌倉時代には、征夷大将軍源頼朝公が安産、魔除け、

勝運の神として崇敬を寄せていた。江戸時代になると、松山藩の祈祷所でもあった。長い歴

史とともにご由緒ある神社である。 

 是非ともご参拝したいと私もかねてより思ってはいたが、分娩取扱いの開業助産師は自分

の助産所を留守にできず、遠方になかなか出向けない。それでこの度は、助産師学生の我が

娘が私に代わりご参拝してきた。鳥居をくぐると本殿を正面に右手にご神木がある。この場

所はことさらおごそかな気持ちになると。また、本殿北側の社叢には、二本の楠がある。仲

の良い夫婦のように互いに伸びた枝どうしが一本の枝で結ばれ、連理の枝というのだが、お

祈りをしてその下をくぐると神様の御神徳をいただけるという。仲の良いご夫婦から命が産

み出される事の有難さは、昔も今も変わらない。娘は、「命に向き合う助産師という仕事を

選んだ事に対して自覚が芽生え、身が引き締まる思いがした」と話していた。 

 例年 3 月 8 日、安産福運大祭（母子と助産師の日）が開かれている。全国からそれぞれに

熱い思いを抱き、助産師が参詣する。助産師であるなら、いつかは必ず訪れたいと思う。 

境内には、「母子と助産師の碑」が村松志保子助産師顕彰会(平成 17 年 1 月 26 日設立)によ

り建立されている。 

 五月晴れの日、神社には鯉のぼりが悠々と泳ぎ、すべての母と子が健やかであるようにと

願っているように思えた。 

                    参考引用文献：高忍日賣神社 参拝のしおり 
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教育委員長  吉田静 

皆さま、こんにちは。今年度より教育委員長を拝命しました吉田静です。 

 今年度の研修会は「切れ目のない支援」をテーマに、妊娠期・分娩期・産褥期・新生児期・

子育て期のケアに役立つ内容の教育研修としています。また、9 月 9 日研修会「産科出血」

は安全管理委員会、11 月 25 日研修会「熊本地震を通して経験した防災」は災害対策委員会

との共催で行います。多くの皆さまのご参加をお待ちしております。 

 

 

 

 

 

 

                               

ご友人や職場の方をお誘いし、一緒に活動してみませんか？ 

入会をご希望される方は、下記のＱＲコードより福岡県助産師会 HP 入会案内のページに

入れます。 

または、下記へ連絡をお願いします。 

 

  梶原 世津（会計担当） 

  電話/FAX 092-516-2703   

メール setsu@med.kyushu-u.ac.jp 

 

ひとりでも多くの皆様の入会を心よりお待ちしております 

 

 

 

 

  【編集後記】 

  会員の皆様のモチベーションアップにつながるニュースレター作成を 

  目指し、頑張ります！！ 次号も乞うご期待 (^_^)v 

 

           広報委員  澁谷 益永 松山 長谷川 手取屋 野口 
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